
ｃ   

 

 

 

   

 

 

     

  

  

  

  

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

                                

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和 7 年１１月３０日（日）佐倉中央公民館で開催された「市民活動 

発表会２０２５」に V 連としてブース発表をしました。 

内容は①車椅子・白杖体験 ②ピクトクラムカードとクイズ体験  

③ユニバーサルデザインの商品展示 等です。 

体験者数は、７９名（大人男１９名、女１７名、子ども男２２名、女２１名） 

≪体験者の声≫ 

・車椅子に乗っている人を見つけたら、助けてあげたい‼ 

・目線が違うことが分かりました。坂道をバックで降りるのが怖かったです。 

・母の介護初心者です。体験し勉強になりました。皆さん優しく接してくださりありがとうございました。 

・お母さんが「やっていい」と言ったのでやってみたら、すごい目の前が真っ暗で怖かったです。  

・体験出来て嬉しかったです。同僚のために同行をとる自信につながりました。  

・見えないということはとても不安でした。 ・知っているようで知らなかったデザインがわかりました。 

健常者にも使用できる商品があり、大変参考になりました。 

 

【発  行】  
佐倉市ボランティア連絡協議会        
【連絡先】  
佐倉市ボランティアセンター内   
℡ :０ ４３－４ ８４－６１ ９８  
h t t p : / / w w w . s a k u r a v r e n . c o m /  
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通巻 第７６号 

令和８年３月 

佐倉咲き誇る季節となりました 皆さまご健勝でお過ごしのことと思います。 

平素より佐倉市ボランティア連絡協議会の活動にご理解ご協力を頂きありがとうございます。 

V 連は昨年秋には市民活動発表会に参加し。第２回運営委員会では専門家を招きスマホの安全な使い方を

学びました。今年２月の「ボランティアのつどい」では『つながろうボランティア！世代をこえて未来

へ』のテーマで高校生や大学生とボランティアの未来について話し合いました。これは私達 

ボランティアや若い世代の方達にも好評でお互いに知り合う機会があって良かった 

とのお声を頂き企画した私たちも手応えを感じることができました。 

また広報紙はらっぱでは新入会の２つのグループを紹介しました。これからも皆さまと一緒に 

歩んでいくV連でありたいと思っていますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

佐倉市ボランティア連絡協議会 会 長  住吉アキ子 

 

【収集活動②】 
 

≪ベルマーク対応インクカートリッジ収集≫ 

 使用済みインクカートリッジを回収して、今年度は 

寺崎小学校にお届けいたしました。 

 

 

 

 

【収集活動①】 
≪切手収集≫ 

「使用済切手収集の会」より、使用済切手売

上金 8,500 円を市社協に寄付をしたと報告が

ありました。ご協力ありがとうございました。 
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【１部】ボランティア活動の発表 コーディネーター：松山 毅 先任准教授（順天堂大学 スポーツ健康科学部） 

★順天堂大学（障がいのある方とスポーツを通しての交流活動他） 

★千葉県立佐倉西高等学校（高校生としてのボランティア活動他） 

  ★臼井地区社会福祉協議会（学生とともに行うボランティア活動他） 

【２部】グループトーク『つながろうボランティア！』 

  ◆学生の皆さんには各テーブルに入ってもらい、自己紹介後フリートークで交流！ 

 

 

 

 

 

 

【昼食タイム】インドの家庭料理の味をベースにした本格的なチキンカレー（辛口・中辛）を堪能！ 

各グループごとカレーをいただき交流、お代わりをする学生たちを見るととっても嬉しくなってしまう！ 

【３部】みんなでからだを動かそう！！学生たちと一緒にレッツトライ！ 

ちょっとしたゲームでグループを作り、その後グループごとに対戦開始！紙コップ積み・風船を落とさず次へ！ 

年齢は関係なく、みんな真剣に取り組む姿に感動！ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
 
    

     
   

 
  

 

 

  

                                                          

 

 

 

 

 

 

昨今、ボランティア団体や市民活動団体の悩みとして挙がっているのは、会員の高齢化や後継者問題などです。そんな中、

今回の「ボランティアのつどい」で若者との交流を体験し、あっという間に終了となってしまいましたが、参加者の皆さんも

楽しかった、良かったという声ばかりでした。出来れば今後も交流が続けることが出来たらなぁ～と思う今日この頃です。 

 

 

 

◆素晴らしかったです！大学生、高校生、地区社協、素晴らしかったです  一緒に何かやりたいです。 

◆若者のボランティア活動への参加を知ることが出来てよかった。今どきの若者はボランティアに興味はないん
じゃあないかとタカをくくっていましたが、とんでもない‼頼もしかったです。 

◆グループトークは、大学生、高校生、ボランティアの人たちと、世代の幅が広く新鮮な感じで話が聞けて良か
った。また、チキンカレーを一緒に食べて親近感が湧き、話も弾みよかった。 

◆今日の功績は松山先生、藤島先生とのつながりのお陰ですね。若い力と混ざることの相乗効果を感じました。
高校生や大学生はメリットを感じてくれたかなぁ。 

◆佐倉西高の子が携帯で手話を見ながら通訳が出来るとのことに驚きました。自己紹介も手話で行うなど目から
ウロコでした。聾者の方が「以前西高に手話の指導に行きましたが、最近は要請がないので皆さんが自分で勉
強しているんですね」と話されていました。 

◆「みんなで体を動かそう！！」は、参加しても、見ていても楽しいゲームで、真剣だけど笑顔がいっぱいで、
ほんとに楽しく良かったです。 

◆普段かかわりの少ない高齢者の方々の話が聞けたりして、ボランティアや福祉に対しての関心が高まりまし
た。皆さん優しく話しやすいのもあり、楽しくかかわれました。 

◆とても楽しかったです。授業で少しだけ手話をやっただけですが、こういう場で話のきっかけに慣れてとても
楽しかったです     何より全員温かくて話しやすくて、ボランティアにきて本当に良かった‼と思いました。 


